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祝  芦北インターチェンジ開通



　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
日
奈
久
芦

北
道
路
（
田
浦
イ
ン
タ
ー
～
芦
北
イ
ン

タ
ー
間
）
の
開
通
式
が
４
月
29
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ

た
開
通
式
典
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
し
て
花
岡
東
獅
子
舞
と
芦
北

太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。式
典
に
は
、

熊
本
県
選
出
国
会
議
員
な
ど
関
係
者
約

３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

金
子
国
土
交
通
副
大
臣
は
、「
地
域

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の
国
道
３
号

に
加
え
て
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

が
芦
北
イ
ン
タ
ー
ま
で
開
通
し
ま
し

た
」
と
挨
拶
。
ま
た
、竹
﨑
町
長
も
「
芦

北
イ
ン
タ
ー
の
開
通
を
地
域
発
展
に
つ

な
げ
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

芦
北
イ
ン
タ
ー
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、来
賓
、湯
浦
保
育
園
児
に
よ
り
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
及
び
く
す
玉
が
割
ら
れ
開
通

を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
葦
北
鉄
砲
隊

の
祝
砲
を
合
図
に
、
通
り
は
じ
め
の
パ

レ
ー
ド
が
田
浦
イ
ン
タ
ー
に
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。

　

一
般
車
両
の
通
行
が
可
能
と
な
る
午

後
３
時
に
は
、
開
通
を
前
に
車
の
長
蛇

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
通
で
、
芦
北
町
か
ら
八
代

市
ま
で
25
分
に
短
縮
さ
れ
、
観
光
施
設

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
や
地
域
の
活

性
化
、
ま
た
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
田
浦
イ
ン

タ
ー
か
ら
芦
北
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
暫
定

２
車
線
の
８
㎞
で
、
時
速
70
㌔
の
速
度

規
制
で
通
行
は
無
料
で
す
。

広報あしきた　２３　広報あしきた

田浦ＩＣから芦北方面への通行はご注意ください
田浦インターチェンジか
ら芦北方面へ通行する時
は、下り車線との交差点
がありますので、ＩＣ内
で一時停止が必要です。

開 通 に 先 立 ち

　

４
月
21
日
㈫
、
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル

（
二
千
九
百
二
十
㍍
）
で
、
交
通
事

故
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
国
交
省

熊
本
河
川
国
道
事
務
所
、
警
察
、
消

防
な
ど
関
係
者
91
人
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
下
り
車

線
を
走
っ
て
い
た
乗
用
車
に
後
続
の

ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
し
、
上
り
車
線
に

飛
び
出
し
対
向
車
と
衝
突
、
上
下
線

と
も
通
行
不
能
の
想
定
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
情
報
伝
達
・
交
通
規
制
、
車

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
運
転
者
の
救

助
、
火
災
消
火
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本番さながらの救助訓練

防 災 訓 練 ＆ ウ ォ ー キ ン グ 大 会
　

４
月
26
日
㈰
、
開
通
記
念
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
「
芦
北
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中

は
、
申
込
が
あ
っ
た
約
３
８
０
人
が

田
浦
IC
か
ら
新
佐
敷
ト
ン
ネ
ル
ま
で

約
３
㌔
を
歩
き
ま
し
た
。
ま
た
、
午

後
か
ら
は
、
芦
北
IC
か
ら
新
佐
敷

ト
ン
ネ
ル
ま
で
約
２
㌔
を
開
放
し
、

１
０
０
０
人
を
超
え
る
人
が
詰
め
掛

け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
高
架
橋
か

ら
の
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、
写
真
を

撮
る
な
ど
し
て
今
後
歩
く
こ
と
の
で

き
な
い
自
動
車
道
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

高架橋からの眺めを楽しんでのウォーキング

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
日
奈
久
芦
北
道
路

　
　
「
田
浦
IC
〜
芦
北
IC
」
開
通
式
典

白バイを先頭にパレード開始

午後３時の一般車両開通を前に長蛇の列



　

４
月
25
日
㈯
、
地
域
の
自
然
環
境
保

全
活
動
の
優
良
事
例
で
あ
る
芦
北
地
域

の
ア
マ
モ
場
再
生
活
動
を
蒲
島
知
事
が

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

芦
北
漁
協
会
議
室
に
お
い
て
、
県
立

大
学
環
境
共
生
学
部
長
大
和
田
紘
一
教

授
に
よ
る
ア
マ
モ
植
栽
の
取
組
み
紹
介

の
あ
と
、
芦
北
高
校
が
実
際
に
行
っ
て

い
る
ア
マ
モ
場
再
生
活
動
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天
然
ア
マ
モ
繁

茂
状
況
を
視
察
し
た
の
ち
、
実
際
に
植

栽
ア
マ
モ
場
の
干
潟
に
移
動
し
、
ア
マ

モ
の
植
付
け
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蒲
島
知
事
は
「
す
ば
ら
し
い
体
験
が

で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
環

境
の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
22
日
㈬
に
は
、
平

成
21
年
度
水
俣
・
芦
北
地
域

み
ど
り
推
進
協
議
会
植
樹
祭

が
あ
し
き
た
マ
リ
ン
パ
ー
ク

で
関
係
者
30
人
が
出
席
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
森
林
の

さ
ま
ざ
ま
な
働
き
や
重
要
性

に
つ
い
て
地
域
の
方
々
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
緑
化
推
進
活
動
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
会
場
は
、
古
く
か
ら
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
が
自
生
し
て
い
る
た
め
、「
筑
紫
の

春
」「
港
の
華
」
な
ど
４
種
類
の
ツ
バ

キ
90
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。植
樹
に
は
、

芦
北
幼
稚
園
児
26
人
も
参
加
し
、
背
丈

よ
り
も
大
き
い
ツ
バ
キ
を
１
本
づ
つ
丁

寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

広報あしきた　４５　広報あしきた

「佐敷太郎」を清掃

　３月１５日（日）、道川内東公民館主催に
より薩摩街道の中でも難所といわれる佐敷太
郎峠越えの清掃活動を地元住民 10 人で行わ
れました。当日は、街道を遮る倒木除去や除
草作業、危険箇所へは安全確保のためのロー
プ張りも同時に行われ、チェンソーの音が響
く中、心地良い汗を流されました。
　同地区は、訪れる方々のための環境整備と
地区内の歴史資源の継承を目的に薩摩街道の
清掃作業を数年前から取り組んでいます。

わんぱく相撲

　４月２９日（水）、第３２回熊本県小学生
選抜相撲大会兼わんぱく相撲全国大会出場予
選及び第６回熊本県中学生選抜相撲大会が佐
敷諏訪神社例大祭に併せて開催されました。
　大会は、中学生の団体戦及び個人戦また、
小学生は低学年（１年〜４年）と高学年（５、
６年）の団体戦及び学年別の個人戦が行われ
ました。
　各試合とも気合いの入った戦いで、周りの
応援団から盛んな声援が送られていました。

馬場タツエさん満 100 歳

ファーマーズ落成

　４月１９日（日）、ＪＡあしきたが農林水
産物の販売促進のために建設を行っていた
ファーマーズマーケット「でこぽん」とレス
トラン「ぎゅーぎゅー亭」の落成式に関係者
約１００人が出席して行われました。オープ
ンと同時に大勢の買物客が訪れ終日にぎわっ
ていました。
　「でこぽん」には、地元産の旬の野菜・果
物だけでなく、県内ＪＡからの農産物が陳列
されています。

　４月１５日（水）、新清苑に入所されてい
る馬場タツエさんがめでたく満１００歳を迎
えられました。お祝いに訪れた竹﨑町長が長
寿の慶祝金を贈り、お祝いの言葉をかけると、

「ありがとうございます」とお礼の言葉を述
べられました。
　馬場さんの長生きの秘訣は、みなさんと楽
しく過ごすことだそうです。当日は、自慢の
歌を披露していただきました。いつまでも元
気にお暮らしになることをお祈りします。

海
と
山
で
植
栽

蒲
島
知
事
ら
ア
マ
モ
植
栽

水
俣
・
芦
北
地
域
み
ど
り
推
進
協
議
会
が
つ
ば
き
植
樹

Ｓ
Ｌ
人
吉
運
行
歓
迎

　

４
月
25
日
㈯
、
蒸
気
機
関
車
８
６
２
０

形
が
再
復
活
し
た
「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」
の
運
行

が
始
ま
り
各
地
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
芦
北
町
で
は
、
白
石
駅
で

行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
の
見
物
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｌ
が
到
着
す
る
と
葦
北
鉄

砲
隊
に
よ
る
号
砲
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｌ
を
一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た
人
々

アマモの苗を植え付ける蒲島知事（写真：右）と竹﨑町長（写真：左）

ツバキを植樹する芦北幼稚園児
うたせ船を見学する蒲島知
事（写真：中央）



広報あしきた　６７　広報あしきた

今 年 度 も 芦 北 町 ま ち づ く り 支 援 事 業 を 実 施 し ま す
「個性の光る活力あるまちづくり」をめざして

地区住民のみなさんの主体的な活動を支援する事業です

事業の活動内容 補助率 補助の対象となる経費

１）祭り、イベント等開催
　夏まつり、運動会、交流活動

２）文化及び学習活動
　講演会、学習会、文化財の保護、伝統文化活動

３）生活環境整備
　花いっぱい運動、案内板、緑化、美化清掃活動

４）社会福祉の増進、健康づくり
　高齢者支援活動、健康づくり活動

５）自主防災訓練や安全対策
　交通安全対策、防犯、防災活動

６）「地産地消」の取組み

７）郷土、伝統芸能の創造、復元に関する事業

８）地域の歴史・文化等の掘り起こし事業

補助率

　８０％

補助限度額

　５０万円

・講演、指導者等への謝礼

・消耗品

・切手代

・パンフレット印刷代等

・会場使用料及び借上料

・材料代

・用具購入代

※補助対象外事業
①宗教、政治に関わる事業　②営利を目的とした事業　③公益性に欠ける事業　④行政や他の団体
等からの補助事業　⑤その他、当事業の主旨に反するもの
◆補助申請は、区長を通しての申請となります。

事業概要

※お問い合わせ　企画財政課まちづくり推進係　☎８２−２５１１（内２５２）

平成２０年度町づくり支援事業実績は、５６区、総事業費 9,546,445 円
（補助金額 7,352,000 円）となりました。

平成２０年度の活動紹介です！

←米づくり

↑伝統芸能継承

↑文化学習会

↑ＥＭ自然農法事業

↑花いっぱい運動

↑グラウンドゴルフ大会

↑健康づくり教室

↑秋まつり

↑交通安全活動

↑世代間交流

↑小正月行事



平成１９年度の麻しん（はしか）の大流行を受けて、平成２４年度を目標に麻し
んを排除する計画が策定されました。平成２０年度から５年間、中学１年生に

相当する年齢の方及び高校３年生に相当する年齢の方を対象に、麻しん風しん混合（第
３期）、（第４期）予防接種を実施します。

今年度の対象の方
《第３期》中学１年生に相当する年齢の方

　　　　　　（平成８年４月２日から平成９年４月１日生まれの方）
《第４期》高校３年生に相当する年齢の方

　　　　　　（平成３年４月２日から平成４年４月１日生まれの方）
以上の対象の方については、個別に通知してあります。
接種をされる際は、説明書を読み、予診票を記入し医療機関へ事前に予約して受けて下さい。（ま
ん延防止のため夏休み前に受けることをお勧めします。）　
※接種についての自己負担はありません。

《町内医療機関》
芦北クリニック、井上医院、井上病院、篠原医院、竹本小児科内科医院、
中村医院、七浦てらさきクリニック、松本医院、宮島医院、百崎内科医院

《町外医療機関》
県内の医療機関で一部、接種できる医療機関がありますので保健センターへお尋ね下さい。

その他の予防接種について
《乳幼児》３・４か月健診時に個別接種（三種混合、麻しん風しん混合）の予診票を配布します

のでかかりつけ医で接種して下さい。
※ポリオは４月と１０月に集団接種、BCG は３・４か月健診時に接種します。

《麻しん風しん混合 第２期》平成１５年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた方へ個
別通知しています。

《二種混合》平成９年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた方へ個別通知しています。

広報あしきた　８９　広報あしきた

お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

麻しん（はしか）まん延防止

＝芦北町行政改革の実績概要＝

芦北町行政改革の平成 20 年度実施状況をお知らせします

※金額には、改革実行のために経費が必要なもの（効果額がマイナス）を含んでいます。

項　　目 H １７ H １８ H １９ H ２０ 合計 改革実施件数
町民視点の改革 0 △ 5,848 △ 16,274 △ 6,993 △ 29,115 6 件中   5 件
財政の改革 0 16,129 3,104 1,047 20,280 5 件中   4 件
事務事業の改革 60,012 82,971 153,787 324,939 621,709 27 件中 19 件
組織体制の改革 0 8,709 17,194 28,480 54,383 15 件中 11 件
職員の意識改革 0 △ 1,288 △ 1,205 △ 1,355 △ 3,848 4 件中   3 件

合　　計 60,012 100,673 156,606 346,118 663,409 57 件中 42 件

■平成２０年度までの累計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

「平成２０年度芦北町行政改革実施報告書」は、町ホームページ「行政改革」のコーナーに掲載しています。
※お問い合わせ　企画財政課政策推進室行政改革推進係　☎ 82-2511（内 253）

■平成２０年度の実施状況及び効果額
平成２０年度は、３３件の改革事項を実施しました。また、効果額は３４６, １１８千円となりました。

◆町民視点の改革　（実施件数　５件、効果額　△ 6,993 千円）　　　　　　　　担当課　　　　　進捗状況
　●文書管理システムを活用した文書管理体制の確立　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実  施  済〉
　●グループウェアを活用した職員の情報共有体制の確立　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実  施  済〉
　●広報誌・ホームページを活用した情報提供体制の整備　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実  施  済〉
　●希望調査に基づく住民座談会の実施と開催方法の検討　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈一部実施〉
　●行政評価体制の整備と評価結果活用体制の検討　　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）　　〈継　　続〉

◆職員の意識改革　（実施件数　２件、効果額　△ 1,355 千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　●職員研修計画に基づく国際文化研修所等への派遣　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実  施  済〉
　●人事評価体制の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈継　　続〉

◆財政の改革　（実施件数　３件、効果額　1,047 千円）　　　　
　●行政評価と連動した枠予算編成の試行　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）　　〈一部実施〉
　●町有財産の現況調査及び有効活用の検討、未利用地の一部売却　　　　　　　（総務課）　　　　〈継　　続〉
　●財政調整基金安定確保のための基金積立額の調整　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）　　〈継　　続〉

◆事務事業の改革　（実施件数　１５件、効果額　324,939 千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　●庁内ネットワークを活用した職員のスケジュール管理　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈一部実施〉
　●組織再編に併せた職務権限等の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実施準備〉
　●行政評価の手法を活用した補助金・負担金の見直し　　　　　　　　　　　　（関係各課）　　　〈継　　続〉
　●起債の抑制と町債の繰上償還　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画財政課）　　〈継　　続〉
　●非常勤特別職の町外旅費の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実  施  済〉
　●職員の町外旅費の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実  施  済〉
　●人事ヒアリングによる定員管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈継　　続〉
　●清掃センタ−収集・運搬業務（佐敷地区）の民間委託実施　　　　　　　　　（環境衛生課）　　〈実施準備〉
　●給食センター配送業務の民間委託実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育課）　　　　〈実  施  済〉
　●農業集落排水事業の新汚泥処理システムと不明水対策の実施・検証　　　　　（環境衛生課）　　〈継　　続〉
　●生活排水処理事業の浄化槽維持管理委託内容の見直し　　　　　　　　　　　（環境衛生課）　　〈継　　続〉
　●簡易水道管理台帳（管路図）の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水道課）　　　　〈実  施  済〉
　●簡易水道事業の運転管理業務の一部及び夜間警報業務の民間委託実施　　　　（水道課）　　　　〈実  施  済〉
　●上水道管理台帳（管路図）の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（水道課）　　　　〈実  施  済〉
　●上水道事業の運転管理業務及び夜間警報業務の全面委託検討　　　　　　　　（水道課）　　　　〈継　　続〉

◆組織体制の改革　（実施件数　８件、効果額　28,480 千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　●田浦・小田浦・海浦小学校の統合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育課）　　　　〈実  施  済〉
　●生涯学習センター活用体制の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）　　〈実  施  済〉
　●吉尾温泉診療所の運営の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民生活課）　　〈実  施  済〉
　●湯浦第１・第２保育所の統合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉課）　　　　〈実  施  済〉
　●清掃センター業務統合の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境衛生課）　　〈一部実施〉
　●課・係の整理統合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実施準備〉
　●組織体制に見合った役職の見直し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課）　　　　〈実施準備〉
　●第３セクターの財政状況公表方法の決定　　　　　　　　　　　　　　　　　（商工観光課）　　〈実  施  済〉

  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
相
談
窓
口
設
置

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
皆
様
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
症
状
な
ど
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
の
相
談

▼
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
（
水
俣
保
健
所
内
）

▼
対
応
時
間　

９
時
～
17
時
30
分　

　

☎
６
３
ー
４
１
０
４　
（
時
間
外
も
同
番
号
か
ら

転
送
電
話
で
対
応
し
ま
す
）

◎
一
般
的
な
情
報
に
対
す
る
相
談

▼
芦
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
応
時
間　

９
時
～
17
時
30
分
（
時
間
外
、
土
日

祝
日
は
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
）

　

☎
８
６
ー
０
２
０
０

【
日
頃
の
予
防
策
】

●
十
分
な
手
洗
い
、
う
が
い
を
心
が
け
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
人
ご
み
は
避
け
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。　

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

●
睡
眠
を
十
分
に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
夜
更
か
し
を
し
な
い
な
ど
、
自
身
の
体
調
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。



田浦子育て支援センター　６月の行事
　４日（木）　紙芝居をみよう
　８日（月）〜１２日（金）　手作りおもちゃを作ろう
１６日（火）　絵本を見よう（絵本の読み聞かせ）
１８日（木）　歯についての講話（保健師さんを招いて）
１９日（金）　あじさいの花見学
２４日（水）　身体測定・誕生会

◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）　☎８７−００３４

11　広報あしきた

固定資産税　　　１期　

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

５月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　　６月　１日（月）
●口座振替日　　５月２５日（月）

広報あしきた　10

お
知
ら
せ

　
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
運
用
事

　

業
」
の
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
町
内
の
各
地
域
に
お
い
て
活
動
し

て
い
る
団
体
や
、
今
か
ら
継
続
的
に
ま
ち
づ

く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
方

で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
町
の
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
事
業
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
・

国
際
交
流
・
研
修
助
成
及
び
地
域
間
交
流
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
団
体
や
個
人
の
方
は

６
月
10
日
（
水
）
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

　

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に
必
要
な

書
類
を
６
月
１
日
ま
で
に
事
業
主
の
方
へ
送

付
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
申
告
・
納

付
の
期
間
は
６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
若

し
く
は
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
の
金
融
機
関

か
郵
便
局
へ
も
同
時
に
申
告
・
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
６
月
26
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で
は
県
内
各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険

料
申
告
書
」
を
作
成
の
う
え
集
合
受
付
会
場

で
申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す
と
、「
国
」

で
保
険
料
を
決
定
す
る
ほ
か
、
追
徴
金
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内

の
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
さ
れ

て
な
い
事
業
主
の
方
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共

職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談
の
う
え
、
速
や
か

に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

発
達
に
心
配
の
あ
る
こ
ど
も
の

　

就
学
説
明
会

　

水
俣
・
芦
北
地
域
に
お
け
る
心
身
に
障
害

の
あ
る
こ
ど
も
、
発
達
に
心
配
の
あ
る
こ
ど

も
の
就
学
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
期
日　

５
月
22
日
㈮

　

平
成
21
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施

▼
試
験
日　

８
月
31
日
㈪

▼
会
場　

熊
本
県
立
大
学

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、
飲
食

店
や
給
食
施
設
等
で
２
年
以
上
の
調
理
実
務

経
験
の
あ
る
方

▼
願
書
受
付　

６
月
15
日
㈪
～
６
月
19
日
㈮

▼
願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康
づ
く

り
推
進
課
等

▼
提
出
先　

熊
本
市
外
の
県
内
居
住
者
→
県

保
健
所
、
熊
本
市
居
住
者
→
熊
本
市
保
健
所

※
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
所
又
は
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
０
８

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー
６
月
開
催

　

イ
ベ
ン
ト
の
案
内

【
さ
つ
ま
い
も
植
え
付
け
体
験
】

▼
期
日　

６
月
７
日
（
日
）

▼
時
間　

10
時
～
12
時
30
分

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
員　

16
組

▼
申
込
期
限　

５
月
27
日
（
水
）

▼
参 

加 

料　

８
百
円

※
11
月
１
日
の
収
穫
祭
ま
で
参
加
で
き
る
方

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

　
「
人
権
相
談
所
」
開
設

　

相
談
は
、無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
期
日　

６
月
１
日
（
月
）

▼
場
所　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

芦
北
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
時
間　

10
時
～
15
時

▼
相
談
内
容　

い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
、

隣
近
所
、
借
地
・
借
家
、
名
誉
・
信
用
、
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
、
障
害
者
差
別
、
相
続
・
遺
言
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

▼
相
談
員

　

梅
田
安
子　

82
ー
２
３
３
７

　

吉
尾
一
秋　

83
ー
０
４
２
２

　

池
田
靜
彦　

86
ー
１
７
５
１

　

鎌
木
義
光　

86
ー
０
２
３
４

　

濱
田
辰
喜　

87
ー
０
８
４
２

　

西
村
文
美　

87
ー
０
６
０
７

　

山
本
ふ
じ
子　

87
ー
１
３
６
３

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
八
代
人
権
擁

護
委
員
協
議
会　

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
２
６
５
４

　

家
事
問
題
相
談
会

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
で
は
、
離
婚
・

Ｄ
Ｖ
問
題
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

離
婚
、
配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
受
け
る
身

体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
な
暴
力
に
関
す
る

法
的
問
題
に
つ
い
て
無
料
で
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

▼
期
日　

５
月
31
日
㈰

　

第
７
回
ま
ご
こ
ろ
メ
ッ
セ
ー
ジ　

　

＠
く
ま
も
と
作
品
募
集

　

大
切
な
人
に
伝
え
た
い
あ
な
た
の
こ
こ
ろ

の
声
を
手
紙
に
綴
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
応
募
作
品　

作
者
の
「
い
ま
伝
え
た
い
素

直
な
気
持
ち
」
を
家
族
・
友
人
な
ど
へ
語
り

か
け
伝
え
る
た
め
の
「
あ
り
が
と
う
」「
応

援
し
て
る
よ
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

自
動
車
税
の
納
期
は

６
月
１
日
㈪
ま
で
で
す

　

納
税
通
知
書
は
５
月
初
め
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
最
寄
の
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
店
舗
を

除
き
ま
す
）、
各
地
域
振
興
局
税
務
課
、

自
動
車
税
事
務
所
窓
口
で
納
期
限
ま
で

に
忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
を
利

用
し
て
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（VISA

、

M
aster

）
に
よ
る
納
付
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。（Yahoo

公
共
支
払
い
： http://

koukin.yahoo.co.jp/

）

　

な
お
、
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
排
気
ガ

ス
や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の

小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は
登
録
の
翌

年
度
の
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
一
定

年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の
大
き
い

自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
地
域
振
興
局
総
務
部　

税
務
課

　

☎
８
２
ー
２
３
１
７

　

み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
「
海
恋
物
語
」

▼
期
日　

５
月
31
日
㈰

▼
開
場　

11
時
30
分

▼
開
演　

13
時

▼
出
演　

伊
勢
正
三
、
山
本
潤
子
、
尾
崎
亜

美
、
安
倍
な
つ
み
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
ク
ー
ル
ポ

コ
、
フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
、
ケ
イ
タ
ク

▼
場
所　

水
俣
広
域
公
園
潮
騒
の
広
場

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
価
格　

一
般
３
千
８
百
円

（
当
日
４
千
５
百
円
）、小
中
高
校
生
千
円（
当

日
千
５
百
円
）
※
６
歳
未
満
は
無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先　

商
工
観
光
課
、
芦
北

町
商
工
会
ほ
か

※
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
公
演
情
報
係

　

☎
０
９
６
（
３
２
８
）
５
５
２
５

▼
応
募
資
格　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
15

歳
以
上
で
熊
本
県
内
在
住
の
方
（
ペ
ン
ネ
ー

ム
・
匿
名
不
可
）

▼
応
募
字
数　

８
０
０
字
～
１
２
０
０
字

（
パ
ソ
コ
ン
原
稿
、
Ｅ
メ
ー
ル
応
募
可
）

▼
応
募
期
限　

６
月
１
日
㈪
必
着

▼
そ
の
他　

作
品
と
は
別
紙
に
表
題
、住
所
、

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）、
自
宅
の
電
話
番

号
を
明
記
し
、
作
品
の
表
紙
に
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
先　

〒
８
６
０
ー
８
５
０
６　

熊
本

市
世
安
町
１
７
２　

熊
本
日
日
新
聞
社
事
業

局
「
ま
ご
こ
ろ
メ
ッ
セ
ー
ジ
＠
く
ま
も
と
」

係　

メ
ー
ル　

jigyo@
kum

anichi.co.jp

※
応
募
作
品
は
返
却
せ
ず
、
佳
作
以
上
の
作

品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容

●
九
州
電
力
熊
本
支
店
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://kum
am

oto.kyuden.co.jp

▼
時
間　

10
時
～
12
時

▼
場
所　

水
俣
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

水
俣
・
芦
北
圏
域
の
学
校
に
お
け

る
就
学
に
関
す
る
状
況
の
説
明
及
び
意
見
交

換
等

※
お
問
い
合
わ
せ

　

水
俣
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
（
６
３
）
８
４
１
１

▼
時
間　

10
時
～
16
時

▼
場
所　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

※
電
話
で
の
ご
相
談

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
０
８
０
０

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
１
）
８
７
７
７

　

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２
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芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０

東こ

ち風
に
散
る
梅
の
花
び
ら
髪
か
ざ
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漆
橋
ヨ
シ
子

夕
暮
れ
の
仏
舎
利
塔
に
後
光
さ
す
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

花
の
下
弁
当
ひ
ら
く
家
族
連
れ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竪
野
正
則

駐
車
庫
の
屋
根
を
た
た
い
て
春
嵐
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

彼
岸
だ
ご
今
年
も
作
る
老
い
の
幸
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
あ
き
え

【
し
お
ん
の
家
短
歌
会
】

飛
び
交
え
る
目
白
の
羽
の
み
ど
り
色
さ
く
ら
の
花
の
枝
の
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
範
子

還
暦
を
す
ぎ
て
三
年
再
会
を
願
い
て
友
ら
と
旅
の
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
元
初
代

温
泉
で
出
逢
い
し
子
等
に
声
か
け
る
遠
く
住
む
孫
も
う
す
ぐ
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
さ
ゆ
み

苑
の
庭
シ
ー
ト
ひ
ろ
げ
て
花
見
す
る
舞
う
花
び
ら
も
口
に
入
り
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
和
子

と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
花
咲
く
公
園
を
夫
と
歩
け
ば
若
き
日
も
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
上
良
子

【
田
浦
短
歌
会
】

房
長
き
藤
の
花
房
揺
ら
す
風
手
も
て
掬
え
ば
い
ま
だ
ま
み
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
山
澄
子

油
が
ね
水
に
浮
か
ん
だ
そ
の
模
様
ば
ら
の
容

か
た
ち
に
け
さ
を
開
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
郷
た
も
る

山
茶
花
の
根
方
ま
く
ら
に
家
猫
の
日
向
ぼ
こ
せ
る
昼
の
し
ず
け
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
走
チ
ミ

丹
精
の
デ
コ
ポ
ン
出
荷
終
り
た
る
夜
に
報
ず
る
不
景
気
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
陵
子

子
ど
も
ら
に
携
帯
電
話
勧
め
ら
れ
や
っ
と
求
め
し
わ
れ
も
人
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
忠
子

俳

柳

短

歌

人 口　　　２０，５１４人　　（ー２９）　
男 　　　　９，５７８人　　（−１２）
女 　　　１０，９３６人　　（ー１７）

65 歳以上　　　　７，１２８人　　（＋５）
高齢者率　　　　　３４．７％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６３８世帯　　（＋１３）

人口のうごき（H21.5.1 現在）　　　　　　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H21.4.1 〜 4.30　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

　氏　　名　     出生日　 性別　  保護者　　  行政区

永江　桃
も も か

華　　３．２６　  女　　彰　悟　　湯浦南

一谷　瑠
る な

那　　３．２６　  女　　幸　則　　市野瀬

川尻　朔
さ く と

仁　　３．２７　  男　　貴　文　　沖

村上　煌
こう

　　　４．  ２　  男　　洋　幸　　湯浦南

山野　舞
ま い か

花　　４．  ８　  女　　賢　一　　田浦２

宮嶋　煌
こう

　　　４．  ９　  男　　竜　治　　計石東

中尾　はずき　４．２０　  女　　啓　介　　湯南団地

瀧山　優
ゆうせい

世　　４．２０　  男　　敬　三　　湯浦南

清水　心
こ は る

晴　　４．２２　  女　　良　晴　　花岡西　

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H21.4.1 〜 4.30　受付分（敬称略）

　 死亡日           亡くなられた方　　 年齢　　  行政区　

　４.　 １　　　  浦田　チユ　　　８５　　宮崎
　４.　 １　　　  倉井　キヌ　　　８９　　丸山
　４.　 １　　　  蓑田　ヨミ　　　７５　　内木場
　４.　 ３　　　  宮森　正次　　　６４　　白岩　　　  
　４.　 ３　　　  工木　淳義　　　８１　　道川内西　
　４.　 ６　　　  坂本　リツ子　　７３　　白石
　４．  ６　　　  松本　キクノ　　８５　　箙瀬
　４．  ８　　　  野口　マスエ　　８３　　大川内南
　４．  ９　　　  藤本　カヲリ　　９２　　田浦町１
　４．１１　　　  中島　正義　　　７５　　計石東
　４．１２　　　  清水　孝行　　　５８　　白岩
　４．１３　　　  勝田　シゲヲ　　９２　　大野
　４．１６　　　  砂川　篤　　　　９０　　小田浦６
　４．１７　　　  谷　ヨシミ　　６２　　宮崎
　４．１８　　　  木福　ナカエ　　８２　　桑原
　４．１９　　　  清藤　澤子　　　７１　　小田浦２
　４．２０　　　  桑川　ノリ子　　８０　　桑原
　４．２１　　　  庵　　ツギ　　　８６　　小田浦４
　４．２１　　　  小久保　トメ　　８７　　黒岩
　４．２１　　　  田端　武雄　　　８２　　田浦２
　４．２３　　　  田口　マツエ　　９１　　沖
　４．２５　　　  竹本　幸一　　　６７　　小田浦７
　４．２６　　　  木本　チエ　　　９４　　田浦町１
　４．２８　　　  宮下　ミユキ　　７４　　白木
　４．３０　　　  須崎　朔任　　　９７　　平生
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

飲 酒 運 転 撲 滅 ！

お年寄りを火災から守ろう！
　最近、毎日のようにテレビや新聞等で火事のニュースが伝えられています。
　建物火災の中でも住宅火災が圧倒的に多く、火災による死者の９割が住宅火災で発生しており、
そのうちの約６割が６５歳以上の高齢者です。高齢化社会が進むにつれて、お年寄りだけの世帯や
ひとり暮らしのお年寄りが増え、その数は増加傾向にあるといわれています。

・火災を早く知るために、住宅用火災警報器をとりつける。
・万が一、火災が発生したときにいち早く外に出られるように、
　寝室などの部屋はできるだけ１階に設けたり、出入り口の近
　くなど避難しやすい場所を選ぶ。

・安全に避難できるように、家の中の段差をなくしたり、廊下
　などの避難経路に物を置かない。

・家の周辺に燃えやすいものは置かず、家の中の火の元のまわ
　りはいつも整理整頓する。

お 年 寄 り を 火 災 か ら 守 る ポ イ ン ト

現行

酒酔い運転

基礎点数 25 点
（欠格期間 2 年）

事故を起こした場合は
欠格期間 2 〜５年

酒気帯び運転

0.25mg/ℓ以上
基礎点数 13 点（免許停止 90 日）

0.15mg/ℓ以上 0.25mg/ℓ未満
基礎点数６点（免許停止 30 日）

危険運転致死傷 基礎点数 45 点
（欠格期間一律 5 年）

救護義務違反
（ひき逃げ）

基礎点数 23 点
（欠格期間 2 〜 3 年を加算、付加

点数として処理）

改正後

基礎点数 35 点
（欠格期間３年）

事故を起こした場合は欠格期間 3 〜 7 年
（ひき逃げの場合 10 年）

0.25mg/ℓ以上　基礎点数 25 点
（免許取り消し・欠格期間 2 年）

0.15mg/ℓ以上 0.25mg/ℓ未満
基礎点数１３点（免許停止 90 日）

結果の重大性に応じて基礎点数 45 点〜 62 点
（欠格期間 5 〜 8 年）（ひき逃げの場合 10 年）

独立の処分理由となり基礎点数 35 点
（欠格期間 3 年、他の違反と合わせると最大で

10 年）

※欠格期間とは、取消処分後、運転免許を取得できない期間

６月から道路交通法が変わります
　飲酒運転は、重大交通事故に直結する極めて悪質・危険な犯罪です。一人ひとりが、「飲
酒運転は絶対にしない、させない」ことを徹底し、飲酒運転の根絶を図りましょう。



〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
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０
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TEL  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
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am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

２
１

年
5

月
１

3
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／
マ

ス
ミ

印
刷

２
０
０
９

5
月

　N
o.53

　

４
月
15
日
㈬
、
昨
年
の
町
民
祭
で
風
船
に
付
け
た
花
の
種
が

家
の
前
の
田
ん
ぼ
に
落
ち
て
い
る
の
を
発
見
し
、
育
て
ま
し
た

と
木
渕
ユ
キ
エ
さ
ん
（
白
木
）
が
役
場
に
届
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
風
船
に
は
、
５
・
６
粒
の
種
が
入
っ
て
お
り
そ
の
内
の

３
本
が
育
っ
た
と
の
事
で
す
。
木
渕
さ
ん
は
、「
風
船
で
花
の

種
が
届
い
た
の
は
初
め
て
で
、
ど
ん
な
花
が
咲
く
か
楽
し
み
に

育
て
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「ストロベリートーチ」
の花が届きました

6.7
【SUN】

開 場 　 １ １ ： ０ ０
開 演 　 １ ２ ： ０ ０ 〜
場 所 　 御 立 岬 海 水 浴 場

お問い合わせ
商工観光課
☎ 82-2511( 内 172)

チケット
前売券　2,000 円
当日券　2,500 円

【出演者】
● Big  John  TENTA
● ジミー入枝＆ザ・キングタウンズ
● SKA ☆ ROCKETS
● BON  DX  form  ARTS
● 英太郎バンド
● フウジンライジン
● 松永  壮（PAINTING）

【友情出演】
●笑い飯
●バッドボーイズ

芦北町立星野富弘美術館だより

美術館３万人達成

　

４
月
３
日
㈮
、
美
術
館
来
館
者
が
３
万
人
に
達
し

ま
し
た
。
３
万
人
目
は
、
荒
尾
市
か
ら
お
越
し
の
松

井
和
哉
さ
ん
、
登
志
子
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。
松
井
さ

ん
は
、
休
暇
を
利
用
し
て
、
湯
の
児
温
泉
に
行
く
途

中
で
来
館
さ
れ
ま
し
た
。


